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冬の交通事故防止
○ スリップ事故に注意

市街地、山間部ともに、圧雪又は凍結路面によりスリップしやすい状況となります
スピードダウンで安全運転に努めましょう！

○ 天候等に応じた運転
天候や時間帯によって、道路環境は変化します
特に、視界不良時は無理に運転することなく安全な場所で停止しましょう！
また、悪天候時は運転を控えるようにしましょう！

○ 居眠り運転に注意
冬道は、夏に比べてスリップなどの危険性があり、
より一層、運転に集中しなければいけないため、疲労が溜まりやすくなります
疲労と共に、車の暖房により眠気をもよおすことがありますので、
定期的に換気と休憩をして、運転に集中できるようにしましょう！
2時間走行、15分休憩

自分は見えていても、相手は見えていないかも？！
だから・・・、「デイ・ライト」

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

運送業の労災、とにかく多い、「挟まれ・転落・転倒」

夜5時 信号や横断歩道のない市道
買い物のため渡っていた高齢女性
軽乗用車にはねられ死亡

◇横断歩道のないところで、はねられる事故多発◇
◇「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇

◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇
２０２２／１２／１４（水） １３：３０

１３日午後５時半ごろ、佐賀県で買い物のため市道を渡っていた女性（８３）が軽乗用車にはねられその後、死亡
しました。女性は横断歩道や信号機のない場所を横断していたとみられています。軽乗用車を運転していた女性
は「前をよく見ていなかった」などと話していて、警察は、過失運転致死の疑いも視野に調べを進めています。

夜7時 信号や横断歩道のない、交通量の多い国道
横断中の女性が、帰宅途中の乗用車にはねられ

後続の乗用車にひかれる
女性は意識不明の重体

◇前方で・・・何が起こるかわかりません 車間距離を十分にとりましょう◇
２０２２／１２／１４（水） １２：４６

１３日午後７時前、愛媛県の国道の片側１車線の信号機や横断歩道のない、交通量の多い直線道路で、道路を歩
いて横断していた近くに住む女性（７１）が乗用車にはねられ、さらに続いて走ってきた乗用車にひかれました。
この事故で女性は頭などを強く打ち、病院に運ばれましたが、意識不明の重体となっています。女性を最初には
ねた車を運転していたの男性（５６）は帰宅途中だったということです。警察はこの男性から話を聞くなどして、
過失運転致傷の疑いで調べを進めています。また、はねられた女性をひいた車を運転していた女性（４５）は事故
後に現場から立ち去っていましたが、１４日未明に警察に出頭しました。ひき逃げの疑いも視野に調べています。

小学校のスクールバスがトラックに追突
バスの運転手の男性がけが

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い！◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２２／１２／１３（火） ２０：０７
１３日午後３時半ごろ、鹿児島県の国道で小学校のスクールバスがトラックに追突しました。事故当時、スクー

ルバスに児童は乗っていませんでしたが、この事故で２０代の男性運転手が胸の痛みを訴え、病院に運ばれまし
た。運転手の命に別条はないということです。スクールバスは児童を降ろして小学校に戻る途中だった。


